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第287号　　　　　　　　　　　　　　塵⑫筋の彿（2）

春の全国交通安全運動田圃

（－　30日）

－
月
6
日
（
火
）
か
ら
－
月
1
5
日
ま
で
の
1
0
日
間
全
国

一
斉
に
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、
一
時
下
降
線
を
た
ど
っ
て

い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
頃
か
ら
上
昇
傾
向
を
見
せ
、
昨
年

一
年
間
の
福
岡
県
の
集
計
で
は
、
発
生
件
数
で
、
2
8
、

5
8
6
件
（
前
年
よ
り
プ
ラ
ス
4
1
0
件
）
死
者
で
2
8

1
人
（
プ
ラ
ス
1
2
人
）
と
な
っ
て
お
り
、
非
常
に
憂
慮
す

べ
き
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
を
な
く
す
県
民
運
動
本
部
と
し
て
は
、
運
動

の
重
点
と
し
て

∇
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
交
通
事
故
防
止

∇
二
輪
車
、
自
動
車
の
安
全
利
用
の
促
進

∇
櫨
轟
運
転
・
め
い
あ
く
交
通
の
追
放

の
三
点
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
運
動
の
成
果
を
期
す
る
た
め

全
県
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

縛
に
、
最
近
の
交
通
事
故
の
実
態
を
み
る
と
き
、
無
策

舘
、
酒
酔
い
、
露
走
連
語
に
代
表
さ
れ
る
道
路
環
境
を
無

視
し
た
高
速
走
行
尊
の
粗
轟
連
語
が
、
交
通
秩
序
を
著
し

く
阻
害
し
、
一
般
住
民
に
被
害
を
与
え
、
大
変
な
め
い
わ

く
を
及
ほ
し
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
今
年
の
毒
の

交
通
安
全
運
動
と
併
行
し
て
「
粗
最
速
振
・
め
い
わ
く
交

通
」
の
追
放
に
む
か
っ
て
、
各
種
的
係
機
関
と
住
民
家
庭

と
が
一
体
と
な
り
、
本
運
動
を
強
力
に
進
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
町
と
し
て
も
、
こ
の
運
動
の
主
旨
を
町
民
の
み
な
さ

ん
に
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
、
力
強
い
運
動
を
展
開
す
る

た
め
3
ペ
ー
ジ
の
粗
農
連
語
、
め
い
わ
く
交
通
追
放
市
区

町
民
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
隣
近
所
お
廉
い
の

う
え
参
加
さ
れ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

安
全
教
育
と
家
庭
の
役
割

心
を
育
て
る
家
庭

私
選
の
生
活
の
基
本
は
、
何
と
い
っ

て
も
家
庭
に
あ
り
ま
す
。
人
は
家
庭
の

な
か
で
、
幼
い
時
か
ら
親
の
す
る
こ

と
、
な
す
こ
と
を
見
て
、
そ
の
後
ろ
姿

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
く

と
い
い
ま
す
。

い
わ
ば
自
然
の
教
育
を
う
げ
ろ
と
と

も
に
、
生
活
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、
し

つ
け
の
形
で
の
意
図
的
な
教
育
を
う
け

て
育
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
な

か
で
家
庭
が
お
互
い
に
影
響
を
与
え
な

が
ら
、
自
然
に
愛
情
や
相
手
の
立
場
を

尊
重
す
る
心
な
ど
が
育
っ
て
い
く
の
で

す。
こ
の
よ
う
に
、
家
庭
の
中
で
自
然
の

形
で
育
て
ら
れ
る
人
間
性
、
い
た
わ
り

や
患
い
や
り
の
心
こ
そ
今
日
の
よ
う
な

大
量
交
通
社
会
に
お
い
て
最
も
必
要
と

さ
れ
る
私
達
の
基
本
的
な
姿
勢
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

日
頃
の
し
っ
け
が
大
切

家
庭
は
ま
た
、
子
ど
も
の
教
育
の
揚

で
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
に
お
け
る
教
育

は
、
幼
碓
園
・
保
育
所
や
学
校
で
の
教

育
と
と
も
に
、
安
全
教
育
を
す
す
め
る

う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

し
か
し
家
庭
の
教
育
は
、
た
だ
単
に

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
知
識
や
マ
ナ
ー

を
覚
え
さ
せ
る
と
い
う
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
生
活
を
通

し
、
何
に
も
ま
し
て
生
命
を
尊
重
す
る

と
い
う
態
度
や
行
動
、
自
ら
の
安
全
を

守
る
こ
と
が
で
き
ろ
能
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

話
し
合
い
の
意
味

同
時
に
家
庭
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
の
お
父
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
、
、
三
一

パ
イ
ク
に
乗
る
お
母
さ
ん
、
自
転
車
に

乗
る
子
ど
も
、
そ
し
て
歩
行
者
と
し
て

の
お
年
寄
り
な
ど
交
通
社
会
に
お
け
る

立
場
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
、

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
家
族
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
交
通
安
全
と
い

う
身
近
か
で
穀
要
は
問
題
を
話
し
合
う

こ
と
は
、
交
通
社
会
に
お
け
る
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
よ
く
理
解
で
き
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
に
結

び
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
話
し
合
い
は
家
族
の
絆
を
強

め
、
遭
静
を
襲
う
と
い
う
点
で
も
大
い

に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

家
族
の
な
か
か
ら
交
通
事
故
に
よ
る

被
害
者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
…

こ
う
し
て
姿
勢
で
家
族
相
互
が
話
し
合

う
こ
と
は
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
家
庭

に
不
幸
や
混
乱
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う

に
す
ろ
う
え
で
も
大
切
で
す
。

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
ま
る

昭
和
5
7
年
度
の
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

◇
運
転
者
に
対
す
る
も
の

危
険
で
す
　
寝
不
足
規
a
過
ぎ
　
飛
ば
し
過
ぎ

◇
歩
行
者
・
自
転
車
乗
用
者
に
対
す
る
も
の

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　
で
も
も
う
一
度
　
右
左

◇
子
ど
も
か
ら
の
募
集

あ
ぶ
な
い
よ
　
章
が
見
え
な
い
　
ま
が
り
か
ど

閏月レ
し美河－目



（3）　塵㊧筋の餓　　　　　　　　　　　　　　　第怨7号

粗暴運転・めいわく交通をなくそう
－4月4日（日）遠賀町中央公民館で市区町民大会を開催－

●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○

鍵
本
敏
行
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6　日　　春の全国交通安全運動（一15日）

粗
暴
運
転
・
め
い
わ
く
交
通
追
放
町
民
大
会
実
施
要
領

▽
目
　
的
　
最
近
の
交
通
事
故
は
、
昭

和
5
3
年
以
降
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

町
内
の
交
通
事
故
は
、
発
生
件
教
で

前
年
対
比
3
5
％
増
と
会
っ
て
お
り
、

ま
こ
と
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
を
迎
え
、

町
民
こ
ぞ
っ
て
、
交
通
安
全
意
識
を

挨
起
し
、
増
加
を
続
け
る
交
通
事
故

の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
4
月
4
日
（
日
）

1
3
時
－
1
6
時
ま
で

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
（
遠

賀
町
役
場
横
）

▽
参
加
者
　
交
通
安
全
推
進
他
説
会
・

婦
人
会
・
町
内
小
中
学
校
P
T
A

・
幼
稚
園
・
保
育
園
関
係
者
・
運

輸
関
係
者
及
び
町
内
事
業
所
の
安

全
運
転
管
理
者
並
び
に
事
業
所
職

貝
・
そ
の
他
一
般
町
民

▽
行
事
内
容

㈲
　
主
催
者
の
挨
拶
と
粗
暴
運
転
・

め
い
れ
く
交
通
追
放
運
動
の
主
旨

説
明

㈲
∴
諦
∴
満
　
北
九
州
大
学
教
授

高
　
田
　
先
生

㈲
　
映
　
画
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の

交
通
安
全
対
策

㈲
　
交
通
安
全
「
春
の
公
演
」

遠
賀
町
五
月
ク
ラ
ブ
社
中

㈲
　
交
通
安
全
の
宣
言

▽
実
施
機
関
　
○
主
催
　
遠
賀
町
交
通

安
全
推
進
協
議
会

○
共
賛
　
折
尾
警
察
署
・
折
尾
交
通

安
全
協
会
・
北
九
州
市
・
中
間
市

水
巻
町
・
芦
屋
町
・
岡
垣
町

信
号
機
を
設
誼

以
前
か
ら
交
通
尊
敬
が
多
発
し
て
い

た
浅
木
バ
ス
停
前
及
び
、
県
道
芦
屋
・

壇
万
緑
と
、
県
道
黒
山
・
広
波
線
の
分

岐
点
の
二
カ
所
に
信
号
機
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。原

動
機
付
自
転
車
の

事

故

防

止

①
法
定
速
度
（
0
0
キ
ロ
）
を
守
ろ
う

③
交
差
点
で
は
、
一
時
停
止
や
徐
行
を

す
る
な
ど
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

⑨
道
路
の
左
側
の
端
を
走
ろ
う

④
は
か
の
事
か
ら
見
え
や
す
い
と
こ
ろ

を
走
ろ
う

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
S
マ
ー
ク
や
S
G
マ

ー
ク
入
り
な
ど
の
良
質
の
も
の
）
を

か
ぶ
ろ
う

●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
∩

遠
賀
町
内
囲
碁
大
会

参
加
者
受
付
中

広
漠
公
民
館
囲
抵
ク
ラ
ブ
主

催
に
よ
る
、
第
1
回
遠
賀
町
内

囲
碁
大
会
を
次
の
よ
う
に
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
4
月
鮪

日
（
日
）

8
時
0
0
分
開
会

▽
場
　
所
　
砿
渡
公
民
館
ポ
ー

▽
参
加
資
格
　
町
内
在
住
、
在

勤
者

初
級
者
も
大
歓
迎

▽
会
　
費
　
千
五
百
円

（
中
食
代
含
）

▽
申
込
制
限
　
4
月
2
0
日
ま
で

に
住
所
氏
名
・
飽

託
番
号
・
自
称
段

紋
様
を
申
込
先
ま

で

▽
申
込
先
　
広
漠
∴
唾
正

鐙
諸
（
3
）

役
場
企
画
課

（
3
）
　
1
2
3
4

な
お
、
中
食
等
の
準
備
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
込
み
と
同
時

○
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

●○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○



（4）第鶴7号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑱西㈲餅

お得ですよ

4月に前納した場合

区　　　分i l年前納額

轡軸61－130円日朝
付加＋定額保i
険料の1年前【　65，810円
納

国民年金から受けられる年金額の例

老　余　年　金　一　40年納付者の年金額　　　　　869，300円

陣∴嘗　年　金　－1級該当者の年金額　　　　　675，900円

〃　　　　　－　2級∴∴∴〃　　　　　　　　540，700円

母子、準母子年金　一　子供3人の場合の年金額　　　804，700円

通　児　年　金　一　遺児3人の合計年金額　　　　624，700円

舞∴婦∴年　金　一　夫の老令年金の光の頼

宮
窪
蚤
を
争
蛋
豊
達
を
争
蛋
営
農
茶
番
箪
紫
雲
嵐
を
蚤

鵬
　
国
　
民
　
年
　
金
　
醐

主
意
老
ゼ
書
誌
電
卓
曇
茎
薫
電
卓
蓋
貰
電
卓
巻
雲
竜

国
民
年
金
保
険
料
は

有
利
で
便
利
な
前
納
で

4
月
か
ら
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま

す
が
、
こ
の
機
会
に
保
険
料
の
一
年
前

納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
妨
げ
ま
す

つ
い
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
が
な

く
な
り
ま
す
。

手
数
が
省
か
れ
ま
す

年
に
何
回
も
分
け
て
納
め
る
手
間

が
省
か
れ
、
留
守
か
ら
の
人
に
は

特
に
便
利
で
す
。

割
り
引
き
が
あ
り
ま
す

年
五
分
玉
座
の
複
利
で
割
り
引
さ

が
あ
り
ま
す
の
で
有
利
で
す
。

あ
な
た
だ
け
が
頂
り

残
さ
れ
な
い
た
め
に

勤
め
に
出
て
い
な
い
人
で
国
民
年
金

に
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
未
加
入
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
、

あ
な
た
だ
け
が
一
生
涯
無
年
金
者
と
し

て
取
り
残
さ
れ
ま
す
。

だ
れ
も
が
年
金
を
も
ら
え
ろ
皆
年
金

の
時
代
に
あ
な
た
だ
け
が
淋
し
い
生
活

を
送
ら
れ
な
い
よ
う
、
い
ま
す
ぐ
役
場

国
保
年
金
係
で
加
入
手
続
き
を
す
ま
せ

て
下
さ
い
。

年
金
が
欠
か
せ
な
い
時
代
で
す

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
す
み
ま
し
た
か

老
後
に
自
分
の
年
金
が
あ
る
の
と
な

い
の
と
で
は
安
心
度
が
ぐ
ー
ん
と
違
い

ま
す
。
と
く
に
平
均
寿
命
が
伸
び
で
い

る
今
日
、
長
く
な
る
老
後
に
年
金
は
、

絶
対
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

勤
め
に
で
て
い
る
人
は
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
で

将
来
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
あ
な
た
が
勤
め
に
出
て
い
な
け

れ
ば
、
あ
な
た
の
た
め
の
公
的
年
金
制

度
は
国
民
年
金
で
す
。

国
民
年
金
は
高
齢
化
社
会
に
備
え
る

社
会
保
持
制
度
の
一
つ
で
、
国
も
そ
の

育
成
に
カ
を
注
い
で
い
ま
す
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
万
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
浅
川
フ
ミ
∋
様

（
新
町
）
　
　
浅
川
　
保
別
様

敬
重
煎
辰
美
様

（
上
別
府
）
　
重
態
、
、
、
サ
ヲ
様

故
大
域
久
美
子
様

（
島
津
）
　
　
大
場
啓
太
郎
様

故
石
松
徳
郎
様

（
上
別
府
）
　
石
松
　
博
明
様

夜
間
照
明
施
設

（
ナ
イ
タ
ー
施
設
）
を

一
般
開
放
し
ま
す

4
月
1
日
か
ら
m
月
3
1
日
ま
で
、
ナ

イ
タ
ー
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
が
、

今
宿
は
毎
週
土
曜
日
を
一
般
開
放
し
ま

す
。
（
1
月
3
日
か
ら
）

利
用
す
る
場
合
は
、
遠
賀
町
内
に
在

住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
人
が
成
人

の
代
表
者
を
含
む
1
0
人
以
上
の
団
体
を

構
成
し
て
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

に
届
け
出
て
下
さ
い
。
利
用
申
込
者
が

多
い
場
合
は
拙
還
し
ま
す
の
で
、
開
放

日
の
4
口
前
ま
で
　
（
期
限
蛾
守
）
　
に
利

用
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談
に
弁
護
士
　
岩
崎
光
太
郎
氏

士
歳

瞳
　
4
3

井筒
　
齢

着
筆

昭
3
6
年
　
中
央
大
学
法
学
部
華

昭
鎚
年
　
司
法
試
験
合
格

脂
3
9
年
　
最
高
裁
判
所
司
法
修
習
佳

昭
4
1
年
　
弁
護
士
登
録
、
現
在
に
奉
る

遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎

月
二
回
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
5
7
年
度
か
ら
相
談
所
体
制
の

充
実
を
計
る
た
め
、
法
律
の
専
門
家
、

岩
的
弁
護
士
を
年
3
回
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
さ
れ
た
こ
と

は
秘
潜
で
相
談
料
は
無
料
で
す
。

▽
日
　
時
　
毎
月
1
0
日
、
2
3
日
1
3
時
～

1
6
時
（
当
日
が
水
唖
・
日
祭
日
の
場

合
は
翌
日
。
土
噸
日
の
場
合
は
翌
週

の
月
隠
田
）

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
4
月
の
相
談
日

1
2
日
（
月
）
弁
灘
士
来
町

2
3
日
（
金
）

デ健保界世日7
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▽　　　▽　　　　　▽　▽　▽

静　　定　　　　刻∴現　時

師　　貝　　　　象所聞

10　日　　婦　人　週　間　（一16　日）

鱗
鰯
撼
鰯
蹴
鞠
酬
翻

☆
…
　
前
号
に
続
き
、
サ
ー
ク
ル
会
貝
募
集
を
掲
城
し
ま
す
。
希
望
の
サ
…
☆

☆
…
－
ク
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
余
暇
を
有
効
に
御
利
用
下
さ
い
。
…
　
…
☆

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

▽
期
　
間
　
4
月
～
9
月
（
6
カ
月
間
）

4
月
2
0
日
か
ら
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
3
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
会
　
費
　
月
二
千
円

▽
材
料
費
　
実
費

▽
携
行
品
　
ハ
サ
ミ

▽
締
切
日
　
1
月
1
6
日
（
金
）
ま
で

∇
申
込
先
　
木
守
　
小
用
節
子

電
話
（
3
）
2
1
0
7

遠
　
賀
　
山
　
友
　
会

大
自
然
に
触
れ
、
青
春
を
大
い
に
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
山
を
愛

す
る
あ
な
た
／
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
▽
例
会
日
　
毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
対
象
者
　
年
令
・
陸
別
を
問
わ
ず
禾

経
験
者
大
歓
迎

▽
会
　
費
　
月
三
百
円

▽
会
員
数
　
2
6
名

▽
申
込
先
　
尾
崎
　
松
井
　
登

惑
詣
（
3
）
0
3
5
3

婦

人

体

操

教

室

家
庭
婦
人
が
日
常
生
活
の
基
本
と
な

る
体
力
を
つ
く
り
、
健
康
の
保
持
増
進

を
は
か
ろ
事
を
目
的
と
し
て
婦
人
体
操

教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
開
設
日
　
第
1
・
2
・
3
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

▽
会
　
場
∴
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
　
費
　
月
千
円

▽
申
込
先
　
開
設
日
当
日
、
寝
綬
会
場

に
お
い
で
下
さ
い
。

琴
・
三
昧
線
同
好
会

毎
週
火
曜
日
の
夕
べ
を
、
美
し
い
旋

律
の
中
で
豊
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

お
琴
と
三
味
線
が
あ
な
た
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
稽
古
日
　
毎
週
　
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
申
込
先
　
役
場
内
　
古
田
優
子

培
話
（
3
）
1
2
3
4

遠
貸
町

社
交
タ
ン
ス
愛
好
会

町
内
者
で
今
ま
で
社
交
ダ
ン
ス
を
踊

る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
や
、
こ

れ
か
ら
覚
え
よ
う
と
す
る
初
心
者
を
対

象
に
、
ダ
ン
ス
の
マ
ナ
ー
や
ス
テ
ッ
プ

な
ど
の
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
講
睦

を
開
き
ま
す
。

▽
例
会
臼
　
4
月
6
日
か
ら
毎
週
火
岡

日1
9
時
－
2
1
時
5
0
分

公
民
館
別
館

町
内
在
住
、
在
勤
者

年
齢
5
0
載
代
ま
で

学
生
は
、
大
学
生
の
み

5
0
名
（
男
牲
1
5
名
、
女
性

1
5
名
）
予
定

日
本
社
交
舞
踏
教
師
協
会

会
員

▽
入
会
金
　
五
百
円

∇
会
　
費
　
月
二
千
円

▽
申
込
先
　
新
町
　
水
上
ス
ポ
ー
ツ
店

砥
話
（
3
）
4
9
6
6

郷
土
文
化
研
究
会

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か
れ
る

方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

行
尊
と
し
て
は
、
町
内
や
近
郊
の
遺
跡

巡
り
や
調
査
、
さ
ら
に
発
表
会
等
を
随

時
行
い
ま
す
。

▽
会
　
費
　
年
間
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
出
生
津
　
吉
野
千
年

穏
話
（
3
）
0
4
2
5

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

研
　
究
　
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
全
般
に
わ
た
り

自
分
達
の
手
で
研
究
か
つ
勉
強
し
、
そ

の
技
術
と
成
果
を
地
域
社
会
に
役
立

て
、
そ
し
て
各
職
場
、
地
域
で
幅
広
く

活
動
で
き
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
を
護
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
活
発
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
1
・
第
3
月
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
二
千
四
百
円
（
年
会
費
）

▽
申
込
先
　
役
場
住
民
課
　
田
中
幸
男

電
話
（
3
）
1
2
3
4

日
月
ま
で
の
例
会
計
面（　）は行蒋

4
月
（
野
外
研
修
会
）

5
日
ダ
ン
ス
　
1
9
日
ゲ
ー
ム

5
月
（
研
修
所
一
泊
研
修
）

1
0
日
ゲ
ー
ム
　
1
7
日
歌

6
月
7
日
“
2
1
日
屋
外
歌
・
ゲ
ー
ム
・

ダ
ン
ス

1
月
5
日
屋
内
歌
・
ゲ
ー
ム
・
ダ
ン
ス

1
9
日
キ
ャ
ン
ド
ル
実
習

8
月
（
7
日
・
8
日
キ
ャ
ン
プ
）

2
日
歌
　
1
6
日
そ
の
他
の
レ
ク

9
月
6
日
・
2
0
日
社
交
ダ
ン
ス

1
0
月
（
社
交
ダ
ン
ス
諒
習
会
）

4
日
・
1
8
日
社
交
ダ
ン
ス

日
月
（
町
民
O
L
大
会
・
社
交
ダ
ン
ス

講
習
会
）

1
日
・
1
5
日
社
交
ダ
ン
ス

軟
式
テ
ニ
ス
部

あ
な
た
も
テ
ニ
ス
を
始
め
ま
せ
ん
か

経
験
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
入
部
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
・
時
間

土
曜
日
1
1
5
時
～

日
曜
日
1
1
3
時
－

▽
場
　
所
　
役
場
前
広
場

▽
対
　
象
　
1
8
歳
以
上
の
男
女

▽
申
込
先
　
面
接
練
習
場
か
、
木
守

小
川
和
明
　
電
話
（
3
）

マ
マ
さ
ん
の
部
新
捜

▽
練
習
日
　
4
月
か
ら
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
役
場
前
広
場

▽
申
込
先
　
東
和
苑
　
森
園
美
恵

穏
話
（
3
）
4
4
8
6

栄
養
教
室
　
（
追
加
募
集
）

∇
実
習
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
内
　
容

▽
会
負
数

▽
会
　
費

▽
締
切
日

▽
申
込
先

第
一
・
第
三
金
曜
日

9
時
0
0
分
～
1
2
時

中
央
公
民
館
調
理
室

l
時
間
＝
栄
糞
に
関
す
る

請
義

1
時
間
0
0
分
＝
実
習

1
2
名

約
千
五
百
円
（
材
料
に
よ

り
変
動
あ
り
）

4
月
1
5
日
（
木
）
ま
で

中
央
公
民
館
内
　
田
口

短
詩
（
3
）
1
3
5
5



底⑱筒の餅（6）第287号

（答）
（DJISマーク、日本工業規格（JIS）に適合していることを証明す

るマークです。衣料品、文房具、日用品、その他の工業製品に

付されています。

②Gマーク、グソドデザイン商品選定制度によって、商品の形態、

色彩、機能名との面から総合的にデザインのすぐれている商品

に付されています。

③Qマーク、繊腫製品品質総合検査制度によって、品質が一定水
準以上の製品に付されています。

④内容税が定められたとおりの内容量であることを示すマークで、

牛乳ぴん、しょう油ぴん等のガラス製容器に付されています。

⑤計量器に付されているマークで検定に合格したことを示してい
ます。

⑥電気用品に付されているマークで、一定の技術基準に通してい
ることを示しています。

⑦Sマーク、措定製品について、国の安全基準に合格したことを
示しています。

⑧SGマーク、製品安全協会が安全であると認定した商品に付さ
れています。

⑨優良な断熱性能を有する建築材料と認定された場合に、このマ
ークが付されています。

⑲家具等に付されているマークで、一定の品質基準に合格した商
品であることを示しています。

⑪LPガス器具に付されているマークで、国の検定に合格したこ
とを示しています。

12　日　　科　学　技　術　週　間　（－18　日）

こ
の
マ
ー
ク
を
ご
存
じ
で
す
か
？

入
学
、
就
職
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て
各
商
店
で
は
、
い
い
物
を
よ
り
安
く
買
っ

て
も
ら
お
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
で
も
消
費
者
の
中
に
は
、
「
ど
れ
が
い
い

物
か
し
ら
一
「
こ
れ
長
持
ち
す
る
か
し
ら
止
と
悩
む
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い
れ
ば
便
利
。
さ
あ
、
あ
冷
た
は
、
ど
れ
だ
け

御
存
じ
で
す
か
？誇

大
広
告
に
惑
わ
さ
れ
ず

契
約
条
件
を
よ
く
確
か
め
よ
う

「
イ
ン
チ
キ
」
内
職
に
注
意

「
両
軍
な
作
業
で
高
収
入
I
L
な
ど

と
い
う
、
う
た
い
文
句
に
誘
わ
れ
て

内
職
を
始
め
た
も
の
の
仕
事
の
内
容

や
収
入
が
約
束
と
違
う
I
I
い
わ
ゆ

る
「
イ
ン
チ
キ
」
内
職
に
よ
る
被
害

が
依
然
と
し
て
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

新
聞
の
折
込
み
チ
ラ
シ
や
雑
誌
広

告
な
ど
で
呼
び
か
け
、
家
計
の
足
し

に
と
内
職
を
希
望
す
る
主
婦
を
食
い

も
の
に
す
る
「
イ
ン
チ
キ
」
内
職
の

手
口
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

▼
内
職
講
習
会
だ
と
い
っ
て
多
額

の
受
講
料
な
ど
を
と
り
、
出
来
た

製
品
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
条

件
を
つ
け
て
買
い
た
だ
い
た
り
、

買
い
上
げ
を
拒
ん
だ
り
す
る
。

▼
相
当
な
額
の
収
入
が
得
ら
れ
る

と
宣
伝
し
、
高
額
な
機
械
を
市
価

の
倍
額
ぐ
ら
い
の
値
段
で
売
り
つ

け
る
一
方
、
工
賃
の
取
り
決
め
は

あ
い
ま
い
で
あ
る
。

▼
ま
た
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
朋
輩
等
の
通
信

販
売
用
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
あ

て
名
書
き
内
職
な
ど
で
、
入
会
金
、

保
証
金
等
を
徴
収
し
た
り
、
報
酬

を
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
対
す
る

商
品
の
申
し
込
み
数
に
応
じ
て
支

期
待
し
た
ほ
ど
の
収
入
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
実
際
の
申
し
込
み

数
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
。
イ
ン
チ
キ
」
内
職
の

手
口
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
内
職
を
希
望
さ

れ
る
方
自
身
の
注
意
が
何
よ
り
も
肝

心
で
す
。
だ
れ
に
で
も
で
き
る
蘭
単

は
仕
事
で
高
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い

う
よ
う
な
「
う
ま
い
話
」
は
、
普
通

は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
職
を
始
め
る
と

き
に
、
工
賃
そ
の
他
の
委
託
条
件
を

必
ず
き
ち
ん
と
確
認
す
る
慎
重
さ
が

必
要
で
す
。
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㈲

わ
　
り
　
手
　
弁
　
当

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で

諺
は
昔
の
人
々
が
長
い
間
の
体
験
を

ふ
ま
え
て
作
っ
た
言
葉
と
し
て
賞
重
な

も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
寒
さ
も
次
第
に
薄
ら
ぎ

彼
岸
過
ぎ
る
と
本
格
的
な
春
と
な
っ
て

きた。
「
春
と
い
え
ば
桜
・
桜
と
い
え
ば
花
見
」

古
き
世
代
の
者
は
、
こ
の
様
に
い
う

だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
は
到
る
と
こ
ろ
で
花
見
の

酔
客
を
見
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
は
、
こ
の
頃
、
鎮
守
の
杜
か

ら
謡
い
て
く
る
太
鼓
の
音
に
気
も
う
き

う
き
、
母
の
手
造
り
の
料
理
を
つ
め
た

都
子
と
、
ご
ざ
を
持
っ
て
家
族
一
同
が

お
こ
も
り
に
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

わ
り
子
は
、
二
人
用
・
四
人
用
・
八

人
用
・
十
人
用
な
ど
の
如
く
偶
数
人
用

と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
最
下
段
は
、

お
む
す
び
用
の
箱
、
そ
の
上
段
は
浅
い

箱
で
お
か
ず
用
、
そ
の
上
に
個
人
用
の

箱
が
偶
数
個
あ
る
。
わ
り
子
の
う
ら
側

に
は
十
円
玉
位
の
穴
が
あ
り
、
親
指
を

入
れ
て
箱
を
押
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い

る。

一
人
分
で
不
足
の
者
は
下
段
の
予

備
用
の
お
む
す
び
を
食
べ
る
こ
と
に
な

る。

お
む
す
び
（
握
り
飯
）
は
戦
国
時
代

戦
場
の
武
士
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

の
た
め
米
飯
を
握
っ
て
食
わ
せ
た
と
い

う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る。

下
級
武
士
は
貧
し
い
生
活
を
し
て
い

る
た
め
、
常
食
も
雑
穀
や
玄
米
飯
を
専

一
に
し
て
い
た
の
で
戦
い
の
前
に
白
米

飯
を
食
わ
せ
て
元
気
を
つ
け
さ
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。

わ
り
子
は
最
近
で
も
家
族
で
の
花
見

や
、
お
こ
も
り
で
時
折
見
か
け
る
こ
と

も
あ
る
が
、
殆
ん
ど
折
詰
弁
当
が
多
い

た
め
空
に
な
っ
た
折
箱
を
そ
の
ま
ま
放

請
し
て
帰
る
不
埼
者
も
見
る
こ
と
が
あ

る
、
心
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

弁
当
と
い
え
ば
、
山
草
刈
り
や
山
仕

密
な
ど
に
行
く
と
き
に
は
竹
を
割
っ
て

延
ば
し
一
枚
板
に
作
っ
た
ク
ラ
ガ
イ
や

信
玄
弁
当
、
こ
う
り
弁
当
に
梅
干
し
、

味
噌
漬
な
ど
を
添
え
た
。

こ
れ
は
飯
が
腐
ら
な
い
た
め
や
、
携

辞
に
便
利
で
頓
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
の
利
点
か
ら
、
考
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
号
か
ら
昔
流
行
し
た
「
ナ
ゾ
カ

ケ
」
を
記
載
し
ま
す
。
皆
さ
ん
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
／
　
解
答
は
次
号
の
こ
の

項
で
い
た
し
ま
す
。

。
山
は
ぐ
る
く
る
雪
や
降
る
ナ
ン
ジ
ョ

o
碧
い
と
き
白
髪
で
年
と
っ
て
熱
く
な

る
ナ
ン
ジ
ョ

（
吉
野
千
年
）

目
で
み
る
ふ
れ
あ
い
の
言
葉

手
話
講
習
会
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

▽
日
∴
噂
∴
賦
和
5
7
年
4
月
1
2
日
（
月
）

－
1
月
1
2
日
（
月
）
ま
で

毎
週
月
峨
H
・
木
地
ロ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
す
す
め

地
裁
社
会
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
温

か
い
人
間
同
士
の
触
れ
合
い
を
求
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
、
自
分
が
ど
う
い
う
ふ

う
に
変
わ
っ
た
か
〟
を
聞
い
て
み
る
と

①
視
野
が
な
が
り
人
間
性
が
豊
か
に

な
っ
た

⑧
友
た
ち
が
増
え
、
人
と
共
感
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た

⑤
点
訳
や
手
話
な
ど
を
覚
え
、
自
分

も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
自
信
が

つ
い
た

④
家
庭
で
の
対
話
の
材
料
が
増
え
て

家
の
中
が
明
る
く
な
っ
た

地
域
社
会
へ
の
参
加
に
よ
る
出
会
い

と
共
惑
、
そ
し
て
お
互
い
の
充
足
感

－
　
こ
れ
こ
そ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
暮
び
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
場
　
所

▽
主
　
任

▽
入
会
金

▽
申
込
先

1
8
時
3
0
分
～
2
0
時
0
0
分

中
間
中
央
公
民
館

中
間
手
話
サ
ー
ク
ル
木
の

実
会

二
白
田
（
行
き
帰
り
の
交

通
保
険
代
）

中
間
市
福
祉
事
務
所
福
祉

係
　
長
光
ま
で
　
電
話
0

9
3
　
（
2
4
）
　
1
1
1
1

お
ん
が
短
歌
会
談
草

渦
中
靖
春
先
生
還

離

風
花
の
舞
う
日
も
あ
れ
ど
離
斑
を

飾
り
し
部
屋
は
春
の
み
な
ぎ
る

柴
田
　
　
房

手
作
り
の
古
離
飾
り
し
こ
の
部
屋
で

心
活
し
く
桃
の
花
清
く

高
崎
　
峡
江

ウ
イ
ン
ド
ー
に
早
や
離
人
形
の
飾
ら
れ

て
そ
こ
よ
り
容
は
生
ま
る
る
如
し

一
団
　
房
子

八
幡
に
て
生
れ
し
長
女
の
初
雛
は

空
襲
は
げ
し
く
飾
る
こ
と
な
し

薗
幡
　
そ
の

床
の
間
の
ボ
ン
ポ
リ
も
淡
き
態
の
前

孫
と
唄
う
は
雛
祭
り
の
歌織

田
ち
か
え

目の朋党日o
O
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町 �も �〃 児 �旺 
内 全 域 �え な い コ ミ �き 春 雛 か ら 南 

個 地 区 �峠 

4 �プ空 ラカ �4 �4 月 14 日 �十二テ 離 、蔵 阜、 、家 
月 14 日 �スン チ‘ ツ空 �i月 28 

クビ 製、 

及 �ン’ 品、 、ガ �目 

ぴ 4 月 �ゴラ ムス 等頚 �水 ！） �ほ �虚只 事連 等具 

28 日 �陶 器 �i　ふ 

類 �吊 

▽　▽　　▽
対場　　時

第象
1着　所
期

4月分し尿くみ取り予定表

くる 取り日 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（木） �西町、木守 �虫生活、上別府（花園）、広 

2（金） �東町、浅木の一部 �広漠、若松、尾崎 

3（土） �虫生津（新屋敵を含む） �別府、木守、老良 

5（月） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

12（月） �旧停（旧3号綿北側）見違、若松 � 

13（火） �旧停（旧3号掠南側） �鬼津 

14（水） �遠賀IIi � 

15（木） 16（金） �遠賀川 �千代丸、鬼津（小鳥掛）、別府 

遠賀川、新町 � 

17（土） �新町 � 

19（月） �新町 �月2回くみ取り家庭 

20（火） �月2回くみ取り家庭 

21（水） �鬼津（山水苑）若松、別府（高瀬） 

22（木） �新町、広渡（中卒田） � 

23（金） �新町（ユニード前通り一部）別府 

4（土） �別府 

26（月） �尾崎、今古賀 �鬼津、松の本、若松、道管 

27（火） �寧早　　　　　　　　老良 

28（空） � 

0（金） �浅木、虫鵠　　」浅木、賦C小脳）、輔（醜） 

20　日　　郵　便　週　間　（一26　日）

個
傭
鰹
緯
脚
盤
の
網
目
謬

⑬
◎
㊦
㊥
㊥
㊥

予

防

接

種

の

申

し

込

み

方

法

鮭
各
予
防
接
種
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
に
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健
衛
生
係
に
申
込
み
を
し

て
問
診
票
と
注
意
書
を
受
領
し
て
下
さ
い
。
問
診

票
と
注
意
書
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予
防
接
穂
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
1
月
1
2
日
（
月
）

▽
場
所
及
び
時
間

o
公
民
館
別
館

9
時
5
0
分
～
日
時
5
0
分

。
老
良
公
民
館

1
3
時
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
人

▽
検
診
内
容o

検
尿
　
o
血
圧
測
定

。
問
診
。
血
色
素
検
査

▽
科
∴
金
　
無
料

4
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
捜
査
と
B
c
 
G

▽
接
種
日
　
ツ
反
　
1
月
6
日
（
火
）

B
C
G
4
月
8
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
穂
　
1
3
時
0
0
分
～
　
　
　
∇
接
種
方
法

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
と
B
C
G
を
受
け

て
い
な
い
生
後
3
カ
月
～

他
力
月
児

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
後

4
8
時
間
お
い
て
判
定
、
捻

挫
者
の
み
B
C
G
接
話

三
種
混
合
　
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
復
田
）

▽
接
親
日
　
4
月
1
日
（
水
）

5
月
Ⅱ
日
（
火
）

6
月
2
日
（
水
）

6
月
5
0
日
（
水
）

問
　
受
付
　
1
3
時
m
分
－
∴
皿
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～

o
第
2
湖

中
央
公
民
館

生
後
狐
～
倣
カ
月
児

第
1
期
終
了
後
、
1
2
－

1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

▽
接
種
方
法

〇
第
l
捌

。
第
2
姻

∇
持
参
品

▽
そ
の
他

4
回
の
内
い
ず
れ
か
3

回
接
種

4
回
の
内
い
ず
れ
か
1

回
接
睡

問
診
票
、
母
子
手
帳

生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼

児
は
、
二
稽
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
で
実

施
す
る
窓
も
あ
り
ま
す
。
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広渡1829番地の5

吉田　幸弘くん

（頸さんの顛）
昭和56年5月3日生

！育　　小さく生まれましたが、今

六　　では身長、体重ともに平均と
1、さ　　なり、家中荒しまわる我家の

己気　　わんぱく大将です。将来人を

lに　　愛し、また愛されるようにな

「ア　　ってほしい○そして、なによ

りも健康IC。

広漠1668番地の1

田中　裕介くん

（翫子さんの長男）
昭和56年9月9日生

不要犬の引振りは、遠賀保健所003（201）4161へどうぞ

由
で

⑥
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
内
　
容

▽
料
　
金

児
　
相
　
識

4
月
1
3
日
（
火
）

9
時
5
0
分
－
1
0
時
0
0
分

役
場
保
健
室

生
後
7
－
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

能
乳
食
等
の
相
談

無
料

妊
　
婦
　
相
　
談

◎
期
　
日
　
4
月
6
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
　
印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

▽
内
　
容
　
産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

同
回
国
一
意
発
見
〃
を

カ
ゼ
に
似
て
い
る
初
期
症
状

狂
犬
病
予
防
接
種

4
月
7
日

（水）
4
月
8
日

（木）

▽
日
時
及
び
場
所

4
月
5
日

（月）
4
月
6
日

（火）

同
時
～
Ⅱ
時
0
0
分

鬼
津
公
民
館

1
3
時
約
分
～
1
5
時

松
の
木
公
民
館

1
0
時
～
n
時
0
0
分

．
虫
生
緯
公
民
館

4
月
狭
日

（月）

▽
粗
　
金

o
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

別
府
公
民
館

。
1
0
時
～
Ⅱ
時
5
0
分

広
渡
公
民
館

o
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

木
守
公
民
館

。
9
時
紬
分
～
1
0
時

老
良
公
民
館

。
1
0
時
0
0
分
～
1
2
時

浅
木
公
民
館

0
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

役
場
車
麿
前

0
1
0
時
～
n
時
釦
分

役
揚
車
庫
前

三
千
二
百
六
十
円
（
予
定
）

国
は
し
か
は
春

先
に
流
行
す
る

こ
と
が
、
よ
く

あ
り
ま
す
。

初
期
症
状
が

た
か
ど
う
か
な
ど
、
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

カ
ゼ
に
似
て
い
る
た
め
に
軽
く
見
て
、

そ
の
語
果
、
病
気
を
重
く
し
て
し
ま
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
春
先
の
乳
幼

児
の
カ
ゼ
に
は
十
分
ご
注
意
を
。

＜
感
染
の
，
早
期
発
見
〟
を
V

は
し
か
は
、
感
染
し
て
初
期
症
状
が

現
れ
る
ま
で
n
日
前
後
の
潜
伏
期
間
が

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
熟
が
出
て
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し
、
目
が
充
血
し

た
り
目
や
に
が
出
た
り
　
ー
　
い
わ
ゆ
る

カ
ゼ
の
症
状
が
み
え
た
ら
、
近
所
に
は

し
か
に
か
か
っ
て
い
る
子
供
は
い
な
い

か
、
は
し
か
の
子
供
と
接
触
し
な
か
っ
”

「

i

巳

初
期
症
状
が
出
始
め
る
こ
ろ
、
口
の

中
を
の
ぞ
く
と
ほ
お
の
粘
膜
に
ヌ
カ
状

の
ぽ
つ
ぽ
つ
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時

期
に
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
い
う
注
射

を
し
て
も
ら
っ
て
お
く
と
、
は
し
か
は

軽
症
で
す
み
ま
す
。

＜
青
黒
と
葬
麿
が
出
た
と
き
∨

高
熱
が
続
く
と
、
体
は
衰
弱
し
ま
す

「
は
し
か
は
冷
や
す
な
」
と
苗
か
ら
い

う
よ
う
で
す
が
、
頭
蔀
は
氷
の
う
や
氷

ま
く
ら
で
冷
や
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
体
は
冷
え
な
い
よ
う
に

し
て
、
快
い
暖
か
さ
を
保
ち
、
安
静
第

一
を
心
か
け
、
部
屋
の
保
温
に
も
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
発
疹
は
皮
膚
の
表
面
だ
け
で

な
く
、
消
化
器
の
粘
膜
に
も
で
き
て
、

消
化
力
は
衰
え
ま
す
。
で
す
か
ら
体
力

維
持
の
た
め
に
、
栄
姿
が
あ
り
消
化
の

よ
い
も
の
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

∧
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
も
∨

母
親
か
ら
受
け
継
い
だ
鬼
窪
が
切
れ

る
の
は
1
歳
前
後
で
す
の
で
、
こ
の
こ

ろ
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
は
し
か

の
難
を
逃
れ
ろ
方
法
で
す
。
1
歳
半
か

ら
3
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
間
に
、
汗
ば
む

季
節
を
避
け
て
、
子
供
の
健
康
状
態
の

よ
い
時
期
を
選
び
ま
し
ょ
う
。



第287号　　　　　　　　　　　　　℡⑭筋の彿（10）

4月上期の遠賀町主要行事

日i曙 ��行事内容1時　間i実施会掲 ���担当課名 �日的及び主な対象等 �備　考 

l i 20 ��固定資産課税台帳の縦覧 �8：30－17中瀬窓口【弼課 ��� �詳細は 3月10号 

維恒暮CG）申込み受串：30十7：00 ����保健衛生係 窓　口 �住　民　課 �印蟹持参のこと �詳細は 8ページ 

41日 ��詑龍醒ま判3：00－16：00 ��中央公民館上級練直語義いわく交通画一ジ 

町内各小中学櫛業式I ���各小中学校 �一・i � � 

＿」三＿竺＿誓注射函＝i講 ����鬼津公民館 松の木公民館 �住　民　課 �謹書でないように犀ジ 
バルクリン接中10－14：00 ����中央公民館 �住　民　課 �諾意粥までに　匿ジ 

6 �火妊　婦　相　談19：30－ ���役場保健室 �住　民　課 �議撥警する人は惇ジーー 

狂犬病予防注射両誌繭撥鑑 ����住民課i �欝黙らず鎖につな犀ジ“ 

7水 i i I ��「「÷請：i‾三校入学式110：00－ ��車体育館 �学務課車卒業者異議l 

浅木小学校入学貴幸00一 ��）剛、体育館 �学∴務i謀 �入学予定看貫縫 � 

∵∴「∴∵∴∴ ��中小可‾‾主務課 ��入学予定看貫畿i 

三種混合予防桜草10－14：00 ��；・∴－い �住　民　課 �籠農粥までに　匿iジi 

狂犬病予防注射函＝羅 ��堪難匡民諌 ��しょう �詳細は「 9ページ 

貧民腎紫野大会巨－ ��匡公輔車会教育課 ��各地区体育部長 � 

8 12 13 �i 匡 i j二 i 十 �ふ　－：∴「　一言∴ ��下休講 �学　務∴課 �入学予定者曇畿 � ツ反判定とBCG接種 � �車難民館 �住民荻上レクル接醗のみ ��詳細は 8ページー 

巨予防接轟＝i症 ��老良公民館 浅木公民館 �住　民∴課 �へどうぞ �詳細は 9ページ 

i老　人　検　診 �講二両鍛蟻 ��i住　民　課 �満65歳以上の人 �詳細は 8ページ 詳細は 4ページ 

二言÷二言ヰ00－16：00匡別館巨祉潔 ����弁護士担当日 

恒　児　相i談中一10：3車保雄 ���住　民　課 �各民生委員 �詳細ば 9ページ 

寓言註中00－ 1 ��甲育長室 �学　務∴課 

1年 ��匡例民生∴委員会巨0－　匿会議望車社中 

4月蒜長会議、及び生離合長会議は期日未定のため、後日文書にて端いれます。（藍翳） ������� 

記事の見落しがないよう、すみすみまでよくお窮み下さい


